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背景

• OSSプロジェクトはボランティアのチームによって構成 

• その中には中心となる開発者チームが存在する 

• 開発者に選ばれる要因とは？
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目的
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開発者になる可能性がコミュニティの在任期間によって
どのように変化するかを考察し、また社会的地位やスキル
などの要素の重要性を定量的に評価

- プロジェクトへの滞在期間

- スキルレベル

- 個人の評判



仮説

• 仮説１：開発者の地位を獲得する可能性は、任期ととも
に上昇し、ある時点でピークに達し、その後減少する 

• 仮説２：パッチの提出などのスキルレベルは開発者になる
可能性を高める 

• 仮説３：社会的地位(個人の評判)は開発者の地位達成に　
プラスの影響を与える
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データの抽出
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・ソースコードリポジトリ情報(誰がどのファイルをいつ変更したか)
とアーカイブ情報(電子メールを誰が誰に返信したか)を
電子メールで収集

・電子メールからパッチ提出を抽出



データの整形
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n：レコード数

c：候補数

i：開発者になった人数



分析

7

・生存時間分析を用いる

・過去のパッチ受付履歴やソーシャルネットワークの状況などの
予測変数が非開発者に与える影響を調べる



生存時間分析
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・死亡率や雇用期間などの時間に依存する事象をモデル化
できる分析手法

・ハザード比を算出し, 事象が起こる確率を求める

予測変数を用いて開発者になる確率を算出し, 分析する



使用する予測変数

• tp1~tp6：参加してから開発者になるまでの期間 

• indegree：個人に返信されたメッセージの合計数 

• patch：個人が以前にパッチを提出したかどうか 

• acceptance_rate：パッチ提出が受け入れられた割合 

• sent_cum：個人が送信したメッセージの合計数 

• devs_cum：コミュニティ内の開発者の総数 

• time_trend：個人の在籍期間
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分析結果
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１：開発者になるまでの期間



分析結果
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１：開発者になるまでの期間

 ApacheとPostgreではハザード比が増加し, その後減少するという
仮説を支持しているが, Pythonではそうはなっていない.

→ PythonはApacheとPostgreに比べて４年遅く登場したため, 
非開発者に対するコミュニティの反応は進化途中である.

開発者の地位を獲得する可能性は、任期とともに上昇し、
ある時点でピークに達し、その後減少するという仮説１を支持



分析結果
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２：パッチ提出



分析結果
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２：パッチ提出

ApacheとPythonでは非常に強い影響を与えるが, 
Postgresにおいては影響は少ない.

→ Postgreでは非開発者が, ApacheやPythonよりも多くパッチ
を提出しており, 開発者の地位を獲得する上で有利にはならない

パッチの提出などのスキルレベルは開発者になる可能性を高める
という仮説２を支持



分析結果
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３：開発者の総数



分析結果
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４：個人の在籍期間



分析結果
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５：個人に送信されたメッセージの合計数



分析結果
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５：個人に送信されたメッセージの合計数

- コミュニティ内の個人に対する反応の広がりの尺度

３つのプロジェクトで影響があるという結果から, 
個人の評判は開発者になるために重要



まとめ

• 開発者になる可能性は滞在期間によって異なる 

• パッチ提出などの技術は開発者になる機会に影響を与える 

• 個人の評判は開発者になることに影響する
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